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は じ め に
 クロマ トグラフィーにごよる混合物の分離は非常に効
率が良 く,ま た成分の回収率 も良い。このため食品の
成分の分離,精 製にも多 く用いられ,同 定も標品とRf
値を比較する簡便 な方法で行なわれ るものが多い。そ
の うえ,他 のスペ ク トル的方法か ら得 られ る情報も併
用す ると,物 質の確認がさらに容易である。 このため
今 日では,ク ロマ トグラフ ィー,お よび機器による構
造決定は実験室での ごく普通の操作といえる。 この よ
うな現状か ら食物科の実験でも,基 礎的な段階か らク
ロマ トグラフィー,機 器分析(UV, IR, NMRな
ど)を 導入す ることは,望 ましいことと思われる。
 この立場から本学においても,現 在一回生の基礎化
           1)
学実験でRod O'COnnerの 論文に基づき,コ ーヒー
豆,茶 葉を材料 としてアルカロイ ドを抽出し,薄 層 ク
ロマ トグラフィーに よる分離 同定,お よびガスクロ
マ トグラフ ィー,赤 外線吸収スペ クトル,核 磁気共鳴
吸収スペ ク トルに よる同定を,融 点測定 と共に実施 し
ている。
 しか し,未 経験な多数(1ク ラス約70名)の 学生を
対象とした学生実験に薄層クRマ トグラフィーを用い
る時,熟 練 した研究者が行な うのとは,お のず と異な
った次の ような問題点があげ られる。
 1.時 間と設備の両方に制約されているため,例 え
ば,薄 層 プレ0ト を学生 自身にひかせる余裕がない。
もし,こ れをさせると,本 来の 目標がぼやけて,吸 着
剤薄層をガラス板上にひ く技術の習得で終 ってしまう
ことにな りかねない。
 2.未 経験者が実施 して も,一 応,初 期の目標を果
た しうる再現性の高い実験条件の設定が望ましい。
 3.未 経験な学生が行 なっても危険性(健 康上,防
火上など)の ない方法を採用す る必要がある。
 このような立場か ら以下検討を行ない,さ らにsコ
ーヒー豆,茶 葉の抽出物以外の一般のプ リン系アルカ
ロイ ドに対する適用も考慮 した。
従 来 の 経 過
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 原報 では,caffeine, theobromineの 二種 のアル カ
ロイ ドを対象 として い る。薄 層 プ レー トは各 自顕 微鏡
用 の ミク ロス ライ ドガ ラスを用 い,こ れを クロ ロホル
ムに シ リカゲルGを 懸 濁 させた ものに浸 して作製 し,
caffeineは ク..ホ ル ムに, theobromineは 希水酸 化
ナ トリウム溶液 に溶か して スポ ッ トしてい る。 また,
展 開溶媒は ク ロロホル ム:95°oユ タノール溶液=9:
1を 用い,検 出は まず 三 ヨウ化 カ リウムの2%エ タ
ノール溶液 を,つ いで50%エ タノール溶液 を溶媒 と
した12°o塩 酸 溶液 をふ きつけ て発 色 させて いる。
 この方法 を三 種 のアル カ ロイ ドに 応用 し,か つ,先
に も述べ た よ うに,一 定 時 間で未経 験な多数 の学生 を
対 象 とす る学生 実験 の実 情に合 うよ う,こ れ まで薄 層
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第E表 プリン系アルカロイドの展開溶媒と Rf値














































caffeine Itheobrom判 theo州 line
o. 10 。
l:18テヤグo. 76 0.51 
5 : 4:1 o. 70 0.52 0.21テーリング
9: 1 。 。 。
I 7: 7: 9: 2 o. 63 0.49 0.33 
I 9 : 5 : 9 : 2 I O. 78 0.51 0.16 
I 9 : 2 : 5 : 2 I O. 73 0.51 0.26 
7 : 1 : 1 O. 78 0.47 0.21 
1:2 0.39 0.17 0.24 テーリング
2 : 1 O. 40 0.26 0.33 
14: 2 : 1 0.54 0.50 0.53 
8:1 O. 76 テーリング テーリング
8:1 0.66 0.40 0.47 

















伸縮振動である。スベクトル Cは比較的単純で a，b 
と同様 3400cm-1に大きな吸収があるが， これはN-H
伸縮振動と思われる。 1710cm-1と 1630cm-1の二つ








定される。 なお，このスベクトルは， E. E. Lineken 
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